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戦
国
合
戦
図
の
基
礎
的
研
究

―
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
「
播
磨
三
木
城
合
戦
図
」
の
場
合
―

堀　

新

は
じ
め
に

　

天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
三
月
～
同
八
年
正
月
に
お
よ
ぶ
播
磨
国
三
木
城
攻
防
戦
は
、
戦
国
期
の
籠
城
戦
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る

１
。
三
木
城
城
主
は
別
所
長
治
で
、

こ
れ
を
攻
め
囲
ん
だ
の
は
織
田
信
長
の
部
将
羽
柴
秀
吉
で
あ
る
。
後
年
、
秀
吉
は
「
三
木
の
干ほ

し

殺
、
鳥
取
の
か（

飢

）

つ
や
か
し
こ
ろ
し
、（
中
略
）
高
松
城
を
水
責（

攻
）ニ

さ
せ
ら
れ
、

太
刀
も
刀
も
不い

ら
ず入

」
と
豪
語
し
て
い
る

２
。
ま
た
城
兵
の
助
命
を
条
件
に
城
主
別
所
長
治
が
切
腹
し
た
こ
と
は
、「
一
人
に
よ
る
犠
牲
死
」

３
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
こ

の
点
は
、
開
城
後
に
城
兵
た
ち
が
虐
殺
さ
れ
た
と
す
る
新
見
解

４
も
あ
り
、
さ
ら
に
追
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う

５
。
秀
吉
の
御
伽
衆
大
村
由
己
に
よ
る
秀
吉
の
伝
記
『
天

正
記
』
は
、
三
木
合
戦
を
対
象
と
し
た
「
播
州
御
征
伐
之
事
」

６
で
始
ま
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
木
合
戦
は
秀
吉
の
出
世
物
語
の
起
点
と
な
る
戦
い
で
あ
る
。
こ
の
秀
吉
側

史
料
に
対
し
て
、
別
所
家
臣
の
来
野
弥
一
右
衛
門
に
よ
る
「
別
所
長
治
記
」

７
が
あ
り
、
敵
味
方
双
方
か
ら
の
視
点
に
よ
る
検
証
が
可
能
な
稀
有
な
合
戦
で
あ
る
。
ま
た
こ

の
三
木
合
戦
に
は
「
三
木
合
戦
軍
図
」
と
通
称
さ
れ
る
三
幅
（
右
幅
・
中
幅
・
左
幅
）
の
合
戦
図
が
あ
る
。
戦
国
合
戦
図
と
し
て
は
珍
し
く
絵
解
き
の
材
料
と
な
っ
て
お
り
、

別
所
長
治
の
菩
提
寺
で
あ
る
法
界
寺
で
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
絵
解
き
台
本
が
あ
り

８
、
近
年
の
絵
解
き
の
動
画
も
あ
る

９
。
ま
た
三
木
城
包
囲
に
際
し
て
多
く
の

付
城
が
造
築
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
発
掘
調
査
と
そ
の
成
果

⓾
な
し
に
は
三
木
合
戦
の
全
貌
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
従
っ
て
三
木
合
戦
は
、
歴
史
学
・
考
古
学
・

文
学
・
美
術
史
学
に
よ
る
学
際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
な
題
材
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

筆
者
は
近
年
、
歴
史
学
・
文
学
・
美
術
史
学
に
よ
る
学
際
的
研
究
を
進
め
て
き
た

⓫
。
そ
の
な
か
で
特
に
三
木
合
戦
に
注
目
し
て
お
り
、
一
次
史
料
（
古
文
書
）
と
二
次

史
料
（
軍
記
・
合
戦
図
）
双
方
を
使
用
し
て
実
像
へ
の
接
近
を
試
み
、
あ
わ
せ
て
両
者
の
関
係
性
を
粗
描
し
た
こ
と
が
あ
る
（
堀
Ａ
）。
特
に
合
戦
図
な
ど
絵
画
資
料
の
読

み
解
き
は
素
人
に
は
難
し
く
、
い
ま
だ
に
初
学
者
の
域
を
出
な
い
が
、
歴
史
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
そ
れ
な
り
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
通
称
「
三
木
合

戦
軍
図
」
で
あ
る
が
、
そ
の
概
要
を
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
る

⓬
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
法
界
寺
所
蔵
原
本
（
旧
図
と
呼
ぶ
）
の
他
に
三
種
の
写
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
兵
庫
県
立

歴
史
博
物
館
所
蔵
「
播
磨
三
木
城
合
戦
図
」（
本
図
と
呼
ぶ
）
は
粉
本
で
あ
り
、
夥
し
い
色
指
定
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
旧
図
も
含
め
て
他
本
に
は
な
い
場
面
解

説
や
人
名
・
地
名
が
多
数
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
全
て
同
筆
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
本
図
は
戦
国
合
戦
図
の
作
成
経
緯
が
判
明
し
、
図
像
を
正
確
に
理
解
す
る
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こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
本
図
の
夥
し
い
書
き
込
み
の
う
ち
、
場
面
解
説
や
人
名
・
地
名
な
ど
の
書
き
込
み
を
検
討
し
、
こ
れ

を
も
と
に
「
三
木
合
戦
軍
図
」
の
図
像
を
分
析
し
、
合
戦
の
実
像
と
比
較
し
た
い
。

一　

本
図
の
書
き
込
み
内
容

　

本
図
へ
の
書
き
込
み
は
図
１
～
３

⓭
に
記
し
た
数
字
の
箇
所
に
あ
る
。
ま
ず
そ
の
書
き
込
み
を
翻
刻
す
る
が
、
こ
れ
に
は
墨
筆
と
朱
筆
が
あ
り
、
抹
消･

訂
正
も
あ
る
。

以
下
の
翻
刻
で
は
朱
筆
を
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
記
し
て
墨
筆
と
区
別
す
る
。

１　

右
幅
（
三
二
ヶ
所
）

　

	

１
平
井
山
秀（
羽
柴
）吉
城　
　

２
秀
吉
平
山

（
井
脱
ヵ
）合

戦
ヲ
見
ル　
　

３
信（

織
田
）忠

公　
　

４

秀
吉
公　
　

５
浅（

長
吉
）野　

　

６
三
木
ゟ
使
者　
　

７
秀
吉
方
役
人　
　

８
治（
別
所
）定

殿
東
ノ
山
合
ゟ
秀
吉
陳（

陣
）へ
責（
攻
）上　

　

９
丹
生
山　
　

10
淡
河
城　
　

11
淡
河

タ（

定

範

）

ン
正　
　

12
宮
長
樫
之
介　
　

13
秀
吉
方　
　

14
別
所
小（
治
定
）八
郎
殿

七
百
六
十
三
人
扣（

控
）　

　

15
小
八
郎
治
定
公　
　

16
秀
吉
公　
　

17
清
水
弥
四

郎　
　

18
久
米
五
郎　
　

19
敵
五
十
人
計
治
定
殿
ヲ
マ（

招
）ネ
ク　
　

20
治
定
殿

大
ニ
敵
打
取
、
引
替（

返
）
サ
ン
ト
ス　
　

21
小
性（
姓
）
本
江
采
女　
　

22
樋
口
太
郎　
　

23
治
定
殿　
　

24
樋
口
か
郎
ト（

党
）ウ　

　

25
三
木
方
広
瀬
左
衛
門　
　

26
治
定

殿
死
体
前
ニ
テ
従
類
十
七
騎
自
害　
　

27
依
藤
弥
太
郎　
　

28
飯
尾
吉
左
衛

門　
　

29
三
木
川
広
瀬　
　

30
押
辺
谷
通
路
、
明
石
ゟ
三
木
城
へ
五
里　
　

31
明
石
魚
住
城　
　

32
明
石
魚
住
湊
、
毛
利
家
兵
粮
ヲ
三
木
へ
送
ル
処

右
幅
の
書
き
込
み
三
二
ヶ
所
の
内
容
内
訳
は
、
人
名
一
九
ヶ
所
（
約
59
％
）、

地
名
七
ヶ
所
（
約
22
％
）、
場
面
説
明
六
ヶ
所
（
約
19
％
）
で
あ
る
。
文
字
の
色
は
墨
筆
九
ヶ
所
、
朱
筆
二
三
ヶ
所
で
、
圧
倒
的
に
朱
筆
が
多
い
。
墨
筆
九
ヶ
所
の
う
ち
六
ヶ

所
（
約
67
％
）
は
人
名
で
あ
る
。
朱
筆
に
お
け
る
人
名
の
割
合
（
約
57
％
）
よ
り
も
若
干
高
い
が
、
さ
ほ
ど
深
い
意
味
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
墨
筆
と
朱
筆
は
同
筆
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
書
き
込
み
時
間
の
前
後
が
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
色
指
定
の
書
き
込
み
は
全
て
墨
筆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
墨
筆
が
先
、
そ
の
後
に
朱
筆
と
考
え

ら
れ
そ
う
で
は
あ
る
。
し
か
し
次
節
の
中
幅
で
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
う
単
純
で
は
な
い
。

図１　右幅の書き込み
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２　

中
幅
（
五
二
ヶ
所
）

　

	
１
秀
吉
平
田
ノ
合
戦
ヲ
聞
、
馳
出
ス
処　
　

２
平（

抹

消

線

は

墨

筆

）

井
山
合
戦
ノ
時
、
平
井
山

ゟ
秀
吉
公
三
木
城
ヲ
責
ル　
　

３
大（

谷
衛
好
）膳

討
死
注
進
ノ
使　
　

４
秀（

抹
消
線
は
墨
筆
）

吉
方
催
促

ノ
使
者　
　

５
別
所
左（

治
房
）近　

　

６
淡
河
弾（

定
範
）正　

　

７
長
剱
咽
喉
ヲ
突
タ
ル
者

歟　
　

８
押
辺（

部
）弥

太
郎　
　

９
室
野
小
太
郎　
　

10
谷
大
膳　
　

11
神
吉
方　
　

12
別
所
山（

吉
親
）城　

　

13
別
所
左
近　

小
野
権
右
衛
門　

櫛
橋
源
五
三　

足
軽
大

将
富
田
内
匠　
　

14
其
外
高
橋
源
左
衛
門　

神
沢
民
部　

加
古
右
京　

大
村

九
郎
右
衛
門　

小
寺
若
狭　

広
置
藤
九
郎　
　

15
保
隅
越
中　

岡
村
因
幡　
　

16
三
木
方
先
陳　
　

17
三
木
城　
　

18
秀
吉
公　
　

19
長長

治張
公　

平
山
合
戦

評
定　
　

20
治
定　
　

21
友
之　
　

22
別

（
別
所
）左
近　
　

23
三
宅
肥（

治
忠
）前　

　

24

山
城　
　

25
別
甚
太
夫　

別
三
太
夫　

光
枝
小
太
郎　

神
沢
民
部　
　

26
清

水
弥
四
郎　

久
米
五
郎　

横
山
将
監　
　

27
長
治
公　
　

28
初
発
秀
吉
公
へ

ノ
答（

朱
筆
に
よ
る
抹
消
）

否
決
断
ノ
処　
　

29
山
城　
　

30
別
甚
太
夫　
　

31
光
枝
小
太
郎　

別

左
近　

別
志
摩
守　
　

32
肥
前　
　

33
光
枝
道
碩　
　

34
友
之　
　

35
長
治
公
扈
従
林
辰
之
介　
　

36
治
定　
　

37
秀
吉
公
ゟ
返
簡
ニ
酒
肴
ヘ
添
送
処　
　

38
使
者　
　

39
受
方　
　

40
家
中
暇
乞
ノ
盃　
　

41
女
中
方
暇
乞　
　

42
長
張治

公
御
台
簾連

子枝

方　
　

43
長
張治

公　
　

44
彦（

友
之
）

之
進　
　

45
彦
之
進
御
台
簾連

枝　
　

46
長
張治

公　

彦
之
進　
　

47
三
枝宅

肥
前　
　

48
鷹
ノ
尾
大
手
門
合
戦　
　

49
三
木
方
役
人　
　

50
秀
吉
方
ノ
役
人　

検
使　
　

51
長
張
公
家
臣
林
辰
之
介　
　

52
此
山
三
木
城
ゟ
南
ニ
□

（
在
ヵ
）

　

中
幅
の
書
き
込
み
五
二
ヶ
所
の
内
容
内
訳
は
、
人
名
三
九
ヶ
所
（
75
％
）、
地
名
二
ヶ
所
（
約
４
％
）、
場
面
解
説
一
一
ヶ
所
（
約
21
％
）
で
あ
る
。
文
字
の
色
は
墨
筆

二
六
ヶ
所
、
墨
筆
に
朱
訂
正
が
あ
る
も
の
六
ヶ
所
、
朱
筆
一
七
ヶ
所
、
朱
筆
を
墨
筆
で
抹
消
し
た
も
の
三
ヶ
所
で
あ
る
。
中
幅
の
特
徴
は
、
書
き
込
み
点
数
が
多
い
こ
と
、

し
か
も
そ
の
大
半
が
人
名
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
墨
筆
・
朱
筆
そ
れ
ぞ
れ
に
訂
正
が
あ
り
、
し
か
も
墨
筆
の
訂
正
に
は
朱
筆
、
朱
筆
の
訂
正
に
は
墨
筆
が
使
用
さ
れ
て

い
る
点
も
特
徴
で
あ
る
。
墨
筆
と
朱
筆
が
と
も
に
訂
正
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
墨
筆
と
朱
筆
は
ほ
ぼ
同
時
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
訂
正
内
容
は
、
墨
筆
を
朱
筆
で
訂
正
し
た
七
ヶ
所
の
う
ち
六
ヶ
所
が
人
名
、
残
る
一
ヶ
所
が
場
面
解
説
で
あ
る
。
人
名
は
四
ヶ
所
が
別
所
長
治
に
関

す
る
も
の
で
、「
長
張4

」
と
あ
る
の
を
「
長
治4

」
と
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
ヶ
所
は
別
所
長
治
・
友
之
兄
弟
を
介
錯
し
た
家
老
三
宅
肥
前
入
道
治
忠
が
「
三
枝4

」

と
あ
る
の
を
「
三
宅4

」
と
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
単
純
な
人
名
誤
記
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
も
着
色
に
不
都
合
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
重
要
人
物

で
あ
る
た
め
に
あ
え
て
訂
正
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
「
簾
子
」
を
「
連
枝
」
と
す
る
訂
正
二
ヶ
所
は
、
着
色
に
ほ
と
ん
ど
関
係
な
い
で
あ
ろ
う
。
に
も
関
わ
ら
ず
訂
正 図２　中幅の書き込み

（
抹
消
線
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抹
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個人研究「戦国合戦図屏風の基礎的研究」

し
た
理
由
に
、
本
図
を
も
と
に
制
作
さ
れ
る
新
た
な
合
戦
図
に
は
、
画
中
に
人
名
が
記
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

３　

左
幅
（
三
七
ヶ
所
）

　

	

１
大
村　

谷
大（

衛
好
）膳　

秀
吉
方　
　

２
仕（

志
）方

ノ
城　
　

３
大
村
夜
討
ノ
処　

中

国
・
東
国
入
乱　

二
度
目　
　

４
神か

ん
き吉

ノ
城　
　

５
別
所
三
太
夫　
　

６
大

村
合
戦
初
発　
　

７
別
所
甚
太
夫　
　

８
長
張

（
マ
マ
）公　

　

９
太
閤
方
敗
軍
ニ

及
、
散
乱
ノ
処　
　

10
神
沢
民（

頼
定
）部　

　

11
民
部
出
陣
ゟ
帰
、
休
足
ノ
処　
　

12
民（

神
吉
）部

出
陣　
　

13
梶（

冬
庵
）原　

　

14
神
吉
合
戦　
　

15
神
吉
民
部　
　

16
神
吉

民
部
乗
馬　
　

17
敵
方
敗
軍　
　

18
秀（

織
田
信
忠
ヵ
）

忠　
　

19
民
部
首　
　

20
藤（

神
吉
）

太
夫　
　

21
梶
原　
　

22
野
口　
　

23
秀
吉
公　
　

24
別
所
山（

吉
親
）

城
守　
　

25
三
宅
肥（

治
忠
）前　

　

26
山
城
・
肥
前
両
馬　
　

27
大
手
口　
　

28
野
口
合
戦　
　

29
太
閤
方　
　

30
太
閤
方　
　

31
野
口
城
主
長
井
四
郎
左
衛
門　
　

32
生
木
大
明
神　
　

33

虚
空
山　
　

34
虚
空
山
法
界
寺　
　

35
御
廟
所　
　

36
十
二
村
ノ
百
姓
共　
　

37
因
幡
ノ
城
主
稲（

宮
部
）毛

禅（
善
祥
坊
継
潤
）

定
坊　

秀
吉
方
ノ
寄
セ
城

左
幅
へ
の
書
き
込
み
は
墨
筆
の
み
で
あ
る
こ
と
、
訂
正
・
抹
消
が
な
い
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。
ち
な
み
に
中
幅
で
は
全
て
訂
正
さ
れ
た
「
長
張4

」
表
記
が
一
ヶ
所
あ
る
も
の
の
、
こ
の
左
幅
で

は
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
。
書
き
込
み
三
七
ヶ
所
の
内
容
内
訳
は
、人
名
一
五
ヶ
所
（
約
41
％
）、地
名
八
ヶ
所
（
約

21
％
）、
場
面
解
説
一
〇
ヶ
所
（
約
27
％
）
の
他
に
、
馬
と
寺
社
が
そ
れ
ぞ
れ
二
ヶ
所
（
５
％
）
あ
る
（
端
数

を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
合
計
１
０
０
％
に
は
な
ら
な
い
）。
描
か
れ
た
図
像
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

馬
と
寺
社
へ
の
書
き
込
み
も
ま
た
左
幅
の
特
徴
で
あ
る
。

　

以
上
の
右
幅
・
中
幅
・
左
幅
の
書
き
込
み
内
容
を
数
値
化
し
た
の
が
表
１
で
あ
る
。

二　

本
図
に
描
か
れ
た
内
容

　

前
章
に
翻
刻
し
た
書
き
込
み
内
容
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
各
図
像
が
三
木
合
戦
の
ど
の
場
面
を
描
い
て
い
る

の
か
を
検
討
す
る
。
検
証
の
過
程
で
「
播
州
」「
長
治
記
」「
絵
解
き
」
を
随
時
参
照
し
て
図
像
理
解
の
一
助
と

図３　左幅の書き込み

右図 人名 地名 場面 計
墨筆 6 1 2 9
朱筆 13 4 6 23

計 19 5 8 32

中図 人名 地名 場面 計
墨筆 18 1 7 26
墨筆朱訂正 6 0 1 7
朱筆 16 0 1 17
朱筆墨抹消 0 0 2 2

計 40 1 11 52

左図 人名 地名 場面 馬 寺社 計
墨筆 15 8 10 2 2 37

表１　書き込み内容の比較
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す
る
。
そ
の
一
方
で
こ
れ
ら
と
の
食
い
違
い
も
出
て
く
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
次
章
で
検
討
す
る
。
な
お
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
下
の
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
、
書
き
込
み
番

号
を
示
す
。１　

右
幅
（
Ａ
～
Ｆ
）

　

右
幅
の
場
面
は
、
Ａ
～
Ｆ
の
六
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　

	

Ａ
（
１
・
２
）
平
井
山
秀
吉
本
陣　
　

Ｂ
（
３
～
７
）
別
所
方
の
降
伏
申
し
入
れ　
　

Ｃ
（
９
）

丹
生
山
合
戦　
　

Ｄ
（
10
・
11
）
淡
河
城
と
淡
河
定
範
、
淡
河
城
合
戦　
　

Ｅ
（
８
、
12

～
29
）
平
井
山
合
戦　
　

Ｆ
（
30
～
32
）
明
石
魚
住
城
と
魚
住
湊
か
ら
兵
粮
を
運
ぶ
毛
利
勢

こ
の
画
面
構
成
を
ま
と
め
た
の
が
表
２
で
あ
る
。
右
幅
で
最
も
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
の
が

Ｅ
平
井
山
合
戦
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
さ
ら
に
細
分
化
す
れ
ば
、
14

が
精
鋭
七
百
六
十
三
人
を
率
い
て
出
陣
す
る
こ
の
日
の
総
大
将
別
所
小
八
郎
治
定
（
長
治
の

弟
）
で
あ
る
。「
絵
解
き
」
で
は
こ
の
人
物
を
別
所
山
城
守
吉
親
と
す
る
が
、
こ
う
し
た
相
違

点
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
す
る
。
15
が
鑓
を
振
る
っ
て
敵
を
倒
す
治
定
、
12
が
敵
を
倒
す
宮

長
樫
之
介
、
13
が
別
所
方
を
迎
え
撃
つ
秀
吉
方
の
軍
勢
で
あ
る
。
多
く
の
敵
を
討
ち
取
っ
た

治
定
は
退
こ
う
と
す
る
が
、
19
は
治
定
を
呼
び
戻
そ
う
と
す
る
秀
吉
方
約
五
十
人
（
描
か
れ

て
い
る
の
は
四
人
）
で
あ
る
。
20
が
引
き
返
そ
う
と
す
る
治
定
、
21
が
こ
れ
を
止
め
よ
う
と

す
る
小
姓
本
江
采
女
で
あ
る
。
23
が
再
び
奮
戦
し
て
敵
の
首
を
取
ろ
う
と
す
る
治
定
、
24
が

そ
の
背
後
か
ら
襲
い
か
か
る
樋
口
太
郎
（
羽
柴
秀
長
家
臣
）
で
、
治
定
は
樋
口
の
右
足
を
斬

り
落
と
す
。
24
は
そ
れ
を
見
た
樋
口
の
郎
党
が
治
定
に
襲
い
か
か
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
治
定
は
討
ち
取
ら
れ
て
し
ま
う
が
、
そ
の
様
子
は
描
か
れ
て
い
な

い
。
26
は
治
定
の
亡
骸
と
兜
の
前
で
切
腹
す
る
十
七
騎
（
描
か
れ
て
い
る
の
は
五
人
）
の
家
臣
た
ち
で
あ
る
。
17
・
18
は
偽
っ
て
味
方
の
首
を
手
に
し
て
秀
吉
本
陣
に
潜
入

し
よ
う
と
す
る
清
水
弥
四
郎
と
久
米
五
郎
で
、
16
が
秀
吉
で
あ
る
。
清
水
と
久
米
は
見
破
ら
れ
て
討
ち
取
ら
れ
る
が
、
そ
の
様
子
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
他
、
25
・

27
・
28
は
奮
戦
す
る
別
所
勢
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
平
井
山
合
戦
は
総
大
将
別
所
治
定
が
討
死
す
る
敗
北
で
あ
っ
た
が
、
描
か
れ
て
い
る
の
は
別
所
方
の
奮
戦
ぶ
り
ば

か
り
で
あ
る
。

　

右
幅
に
描
か
れ
た
場
面
の
う
ち
年
代
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
は
、
Ｂ
が
天
正
八
年
正
月
一
五
日
、
Ｃ
が
天
正
七
年
五
月
二
五
日
、
Ｄ
が
天
正
七
年
五
月
二
六
日
、
Ｅ

が
天
正
六
年
一
〇
月
二
二
日
（
軍
記
は
天
正
七
年
二
月
六
日
と
す
る
）、
Ｆ
が
天
正
七
年
七
月
で
あ
る
。
場
面
構
成
は
時
間
的
経
過
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
結
論
を
先
に
言

表4　左幅の画面構成 表3　中幅の画面構成 表2　右幅の画面構成

オ野口合戦
T6.4.3-12

カ法界寺での法要

ｆ三木落城
T8.1.15～18

Ｆ魚住湊から兵粮を運ぶ毛利勢
T7.7キ

法界寺山
ノ上砦

ｇ鷹尾山城合戦
T8.1.11

Ｂ降伏の申入
T8.1.15

Ｅ平井山合戦
T6.10.22

(軍記はT7.2.6）

ｃ羽柴秀吉 ｂ三木城
Ｄ淡河城合戦
T7.5.26

エ加古川評定
T6.3.初

ｄ平井山合戦の評定
T6.10.21(軍記はT7.2.5)

ｅ最初の評定
T6.3.5頃

ア志方城
（T6.7.16）

ウ平田大村合戦
T7.9.10

ａ平田大村合戦
T7.9.10

Ａ平井山秀吉本陣

Ｃ丹生山合戦
T7.5.25

イ神吉城合戦
T6.6.下～T6.7.16

表２　右幅の画面構成�
（T7.5.25は天正7年5月25日を表す。以下同じ）
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個人研究「戦国合戦図屏風の基礎的研究」

え
ば
、
現
実
の
地
理
的
関
係
を
基
本
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る

⓮
。

２　

中
幅
（
ａ
～
ｇ
）

　

中
幅
の
場
面
は
、
ａ
～
ｇ
の
七
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　

	

ａ
（
１
～
16
）
平
田
大
村
合
戦　
　

ｂ
（
17
）
三
木
城　
　
ｃ
（
18
）
三
木
城
を
攻
め
る
羽
柴
秀
吉　
　

ｄ
（
19
～
26
）
平
井
山
合
戦
の
評
定　
　
ｅ
（
27
～
36
）
三
木

城
で
の
最
初
の
評
定　
　

ｆ
（
37
～
47
、
49
～
52
）
三
木
落
城　
　
ｇ
（
48
）
鷹た

か
の
お尾

山
城
合
戦

こ
の
画
面
構
成
を
ま
と
め
た
の
が
表
３
で
あ
る
。
中
幅
は
ａ
平
田
大
村
合
戦
と
ｆ
三
木
落
城
が
大

き
く
描
か
れ
て
い
る
。
で
は
ま
ず
ａ
平
田
大
村
合
戦
か
ら
細
分
化
し
よ
う
。
１
～
３
は
別
所
方
の

平
田
・
大
村
襲
撃
を
聞
い
て
秀
吉
が
出
陣
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
２
・
４
は
朱
筆
を
墨

筆
で
抹
消
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
後
に
検
討
す
る
。
別
所
方
は
５
～
10
と
11
～
16
の
二
つ
の
集

団
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
前
者
は
秀
吉
方
の
谷
大
膳
衛
好
の
平
田
砦
を
攻
撃
し
た
が
、
こ
れ
を

率
い
た
の
は
５
別
所
左
近
治
房
（
長
治
の
叔
父
）
ら
し
い
。
こ
れ
に
は
６
淡
河
弾
正
定
範
、
８
押

辺（
部
）弥

太
郎
が
加
わ
り
、
９
室
野
小
太
郎
が
10
谷
大
膳
衛
好
を
討
ち
取
っ
た
。
別
所
方
は
こ
の
勢
い

に
乗
っ
て
、
平
田
砦
を
攻
略
す
る
。
い
っ
ぽ
う
後
者
は
12
別
所
山
城
守
吉
親
が
率
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
に
は
11
神
吉
方
の
将
兵
が
加
わ
り
、
13
～
15
に
十
二
名
の
武
将
名
が
書
き
込
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
13
に
別
所
左
近
治
房
の
名
前
も
あ
る
か
ら
、
平
田
砦
の
守
備
兵
を
残
し
て
前
者
の

軍
勢
か
ら
合
流
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
16
は
別
所
方
の
先
陣
で
あ
る
。
こ
の
戦
い
で
６
淡
河
弾
正
定

範
は
討
死
す
る
が
、
主
従
五
騎
が
差
し
違
え
て
死
ん
だ
ふ
り
を
し
、
そ
こ
に
近
づ
い
た
敵
五
人
の

膝
を
斬
り
落
と
し
、
残
る
敵
を
四
方
に
追
い
払
っ
た
う
え
で
、
敵
の
首
を
膝
の
上
に
抱
え
て
腹
を

切
っ
た
と
い
う
。
８
押
辺（

部
）弥

太
郎
は
淡
河
家
臣
で
は
な
い
が
、
敵
の
膝
を
斬
る
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
。
し
か
し
、淡
河
主
従
五
騎
の
切
腹
場
面
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
結
局
こ
の
平
田
大
村
合
戦
で
別
所
方
は
別
所
甚
太
夫
・
同
三
太
夫
以
下
大
将
分
十
人
が
討
死
し
（「
播

州
」）、
秀
吉
は
「
首
四
百
八
ツ
討
捕
」
っ
た
と
述
べ
て
い
る

⓯
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
も
別
所
方
の
奮
戦
ぶ
り
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
な
お
平
田
大
村
合
戦
は
左

幅
に
も
描
か
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
ｆ
三
木
落
城
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
右
幅
Ｂ
か
ら
の
続
き
で
あ
る
。
自
ら
の
命
と
引
き
替
え
に
城
兵
の
助
命
を
嘆
願
す
る
別
所
長
治
に
秀
吉
は
感
嘆
し
、
酒
肴
を
三

木
城
中
へ
贈
る
。
そ
れ
が
37
～
39
で
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
40
家
中
の
男
も
41
妻
子
も
暇
乞
い
の
酒
宴
を
張
る
。
そ
し
て
翌
日
42
長
治
の
妻
子
、
45
彦
之
進
友
之
（
長
治

表4　左幅の画面構成 表3　中幅の画面構成 表2　右幅の画面構成

オ野口合戦
T6.4.3-12

カ法界寺での法要

ｆ三木落城
T8.1.15～18

Ｆ魚住湊から兵粮を運ぶ毛利勢
T7.7キ

法界寺山
ノ上砦

ｇ鷹尾山城合戦
T8.1.11

Ｂ降伏の申入
T8.1.15

Ｅ平井山合戦
T6.10.22

(軍記はT7.2.6）

ｃ羽柴秀吉 ｂ三木城
Ｄ淡河城合戦
T7.5.26

エ加古川評定
T6.3.初

ｄ平井山合戦の評定
T6.10.21(軍記はT7.2.5)

ｅ最初の評定
T6.3.5頃

ア志方城
（T6.7.16）

ウ平田大村合戦
T7.9.10

ａ平田大村合戦
T7.9.10

Ａ平井山秀吉本陣

Ｃ丹生山合戦
T7.5.25

イ神吉城合戦
T6.6.下～T6.7.16

表３　中幅の画面構成

| | 
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の
弟
）
の
妻
子
が
自
害
す
る
。
43
長
治
と
44
彦
之
進
友
之
は
そ
れ
を
確
認
し
た
上
で
、
切
腹
す
る
様
子
が
46
で
あ
る
。
兄
弟
の
介
錯
を
し
た
の
は
、
47
家
老
の
三
宅
肥
前
守

治
忠
で
あ
る
。
三
宅
も
こ
の
後
に
自
害
す
る
。
こ
の
他
、
文
字
の
書
き
込
み
が
な
い
の
で
番
号
が
付
い
て
い
な
い
が
、
籠
城
中
の
将
兵
が
馬
や
犬
を
食
べ
る
情
景
が
描
か
れ

て
い
る
。
こ
の
情
景
の
右
部
分
に
は
肉
を
焼
く
者
、
鼠
を
捌
く
者
が
描
か
れ
て
い
る
ほ
か
、
衰
弱
し
て
鎧
を
着
れ
な
い
者
、
切
腹
す
る
者
四
名
も
描
か
れ
て
い
る
。
切
腹
す

る
者
は
こ
れ
以
外
に
も
中
幅
左
下
に
七
名
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
兵
粮
が
な
く
な
っ
た
の
で
切
腹
し
た
老
い
た
る
武
者
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
て
肉
食
し
て
い
る

脇
で
切
腹
し
て
い
る
者
四
名
の
姿
は
意
味
深
で
あ
る
。
三
木
城
中
で
は
「
人
之
肉
」
を
食
べ
た
と
す
る
史
料
も
あ
り

⓰
、
こ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

別
所
長
治
・
友
之
兄
弟
を
は
じ
め
と
す
る
別
所
一
族
の
自
害
に
よ
り
、
城
中
の
将
兵
お
よ
び
百
姓
た
ち
は
助
命
さ
れ
た
。
49
～
51
は
城
中
か
ら
出
て
下
城
す
る
将
兵
や
百
姓

た
ち
を
秀
吉
方
の
検
使
役
人
が
両
側
に
並
ん
で
見
て
い
る
。
城
中
の
者
た
ち
の
命
が
全
員
助
か
っ
た
か
ど
う
か
は
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
当
時
の
織
田

権
力
の
方
針
は
、
裏
切
者
は
処
刑
で
あ
っ
た
。
こ
の
翌
年
の
鳥
取
城
の
場
合
は
、
下
城
す
る
際
に
織
田
権
力
を
裏
切
っ
た
者
た
ち
は
差
し
留
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
後
の
運

命
を
明
記
す
る
史
料
は
な
い
が
、
そ
の
結
末
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
助
命
さ
れ
た
者
も
少
な
く
な
く
、
だ
か
ら
こ
そ
、
別
所
長
治
は
「
諸も

ろ

人び
と

ノ
命
ニ
カ（

代
）ハ

ル

我
身
」（「
播
州
」）
と
辞
世
の
句
を
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。
下
城
す
る
列
の
前
方
に
51
林
辰
之
介
が
い
る
が
、
林
は
そ
の
手
に
長
治
の
辞
世
の
句
を
持
っ
て
い
る
。

　
ｇ
鷹
尾
山
城
合
戦
に
つ
い
て
は
、次
章
に
お
い
て
他
三
種
と
画
像
比
較
し
つ
つ
検
討
す
る
の
で
、

こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

　

中
幅
は
年
代
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
ａ
平
田
大
村
合
戦
が
天
正
七
年
九
月
一
〇

日
、
ｄ
平
井
山
合
戦
の
評
定
が
天
正
六
年
一
〇
月
二
一
日
（「
長
治
記
」
な
ど
軍
記
は
天
正
七
年

二
月
五
日
と
す
る
）、
ｅ
最
初
の
評
定
が
天
正
六
年
三
月
五
日
頃
、
ｆ
三
木
城
落
城
で
は
秀
吉
か

ら
酒
肴
が
贈
ら
れ
た
の
は
天
正
八
年
正
月
一
五
日
、
家
中
・
女
中
の
暇
乞
い
の
酒
宴
は
正
月
一
五

～
一
六
日
、
別
所
一
族
の
自
害
は
正
月
一
七
日
、
城
中
か
ら
下
城
し
た
の
は
正
月
一
八
日
で
あ
る
。

そ
し
て
ｇ
鷹
尾
砦
の
戦
い
は
正
月
一
一
日
で
あ
る
。
場
面
は
や
は
り
年
代
順
で
は
な
く
、
お
お
む

ね
実
際
の
位
置
関
係
に
沿
っ
て
い
る
。
そ
し
て
中
幅
の
真
ん
中
に
三
木
城
が
描
か
れ
、
そ
れ
に
向

か
っ
て
軍
勢
を
率
い
て
押
し
寄
せ
る
秀
吉
の
姿
が
あ
る
の
も
ま
た
当
然
で
あ
ろ
う
。

３　

左
幅
（
ア
～
キ
）

　

左
幅
の
場
面
は
、
ア
～
キ
の
七
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　

	

ア
（
番
号
な
し
）
志
方
城　
　

イ
（
４
、
11
～
21
）
神
吉
城
合
戦　
　

ウ
（
１
、３
、５
～
10
）

平
田
大
村
合
戦　
　

エ
（
23
～
26
）
加
古
川
評
定　
　

オ
（
27
～
31
）
野
口
合
戦　
　

カ
（
32

表4　左幅の画面構成 表3　中幅の画面構成 表2　右幅の画面構成

オ野口合戦
T6.4.3-12

カ法界寺での法要

ｆ三木落城
T8.1.15～18

Ｆ魚住湊から兵粮を運ぶ毛利勢
T7.7キ

法界寺山
ノ上砦

ｇ鷹尾山城合戦
T8.1.11

Ｂ降伏の申入
T8.1.15

Ｅ平井山合戦
T6.10.22

(軍記はT7.2.6）

ｃ羽柴秀吉 ｂ三木城
Ｄ淡河城合戦
T7.5.26

エ加古川評定
T6.3.初

ｄ平井山合戦の評定
T6.10.21(軍記はT7.2.5)

ｅ最初の評定
T6.3.5頃

ア志方城
（T6.7.16）

ウ平田大村合戦
T7.9.10

ａ平田大村合戦
T7.9.10

Ａ平井山秀吉本陣

Ｃ丹生山合戦
T7.5.25

イ神吉城合戦
T6.6.下～T6.7.16

表４　左幅の画面構成
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～
36
）
法
界
寺
で
の
法
要　
　

キ
（
37
）
鷹
尾
山
城
合
戦

こ
の
画
面
構
成
を
ま
と
め
た
の
が
表
４
で
あ
る
。
左
幅
は
中
幅
と
続
く
ウ
平
田
大
村
合
戦
、
イ
神
吉
城
合
戦
、
オ
野
口
合
戦
、
カ
法
界
寺
で
の
法
要
が
大
き
く
描
か
れ
て
い

る
。
ま
た
、
三
木
合
戦
の
発
端
で
あ
る
エ
加
古
川
評
定
、
戦
後
の
カ
法
界
寺
で
の
法
要
と
、
最
初
と
最
後
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
で
は
こ
れ
ら
の
場
面
を
細
分
化
し
て

み
よ
う
。

　

ま
ず
ウ
平
田
大
村
合
戦
で
あ
る
が
、
１
谷
大
膳
の
平
田
砦
が
山
間
に
あ
り
、
３
と
５
～
10
の
二
場
面
に
分
か
れ
る
。
３
周
辺
に
は
二
十
五
人
の
兵
士
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
別
所
方
が
谷
大
膳
衛
好
の
平
田
砦
を
夜
襲
し
た
場
面
で
あ
る
。
別
所
方
の
三
人
の
兵
が
松
明
を
も
っ
て
い
る
。
谷
は
主
従
八
騎
で
迎
え
撃
っ
た
（「
長
治
記
」）
と
さ

れ
る
が
、こ
こ
に
は
谷
方
の
兵
士
が
十
二
人
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
場
面
に
は
「
中（

別
所
方
）国

・
東（

秀
吉
方
）国

入
乱
二
度
目
」
と
書
き
込
み
が
あ
り
、こ
の
下
に
描
か
れ
た
５
～
10
に
は
「
大

村
合
戦
初
発
」
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
別
所
長
治
自
ら
出
陣
し
、
別
所
甚
太
夫
・
同
三
太
夫
・
神
沢
民
部
大
輔
頼
定
が
従
っ
て
い
る
。
５
三
太
夫
は
敵
の
首
を
右

手
で
高
く
掲
げ
、
振
り
返
っ
て
そ
れ
を
８
長
治
に
見
せ
て
い
る
か
の
よ
う
な
姿
で
あ
る
。
７
甚
太
夫
は
ま
さ
に
敵
の
首
を
取
る
と
こ
ろ
、
10
神
沢
の
前
に
は
敵
の
死
体
が
折

り
重
な
っ
て
お
り
、
９
「
太
閤
方
敗
軍
」
の
様
子
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
後
ろ
を
振
り
返
り
な
が
ら
逃
げ
て
い
く
騎
馬
武
者
の
脇
に
は
瓢
箪
の
馬
印
が
描
か
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
秀
吉
の
つ
も
り
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
平
田･
大
村
合
戦
は
秀
吉
方
が
「
勝
鬨
ヲ
取
行
」
い
、こ
の
後
「
三
木
方
弥
気
ヲ
失
、重
テ
可
レ
戦
便
モ
ナ
シ
」
と
さ
れ
る
が
（「
長

治
記
」）、
実
際
は
毛
利
方
が
三
木
城
へ
の
兵
粮
搬
入
に
成
功
し
た
可
能
性
も
あ
り
、
秀
吉
方
の
一
方
的
な
勝
利
で
は
な
い
と
さ
れ
る

⓱
。
こ
の
よ
う
な
実
像
と
虚
像
の
な
か
、

本
図
は
別
所
方
の
優
勢
場
面
の
み
描
く
と
い
う
さ
ら
な
る
虚
像
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
イ
神
吉
城
合
戦
に
移
ろ
う
。
14
神
吉
合
戦
と
あ
り
、
12
は
城
主
の
神
吉
民
部
大
輔
頼
定
が
城
門
か
ら
出
陣
す
る
様
子
で
あ
る
。
城
門
の
二
階
に
も
11
神
吉
頼
定

の
姿
が
あ
り
、
そ
の
姿
を
「
出
陣
ゟ
帰
、
休
足（

息
）ノ

処
」
と
書
き
込
み
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
出
陣
前
に
頼
定
が
秀
吉
方
に
向
か
っ
て
名
乗
り
を
上
げ
、
討
死
の
覚
悟
を
宣
言
し

た
場
面
で
あ
ろ
う
（「
長
治
記
」）。
た
だ
し
絵
解
き
で
は
こ
の
場
面
を
敵
を
「
数
を
し
ら
ず
討
取
て
休
息
の
処
」
と
あ
り
（「
絵
解
き
」）、
本
図
の
書
き
込
み
は
軍
記
で
は
な

く
絵
解
き
台
本
に
沿
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
は
後
に
検
討
し
た
い
。
そ
し
て
15
頼
定
は
堀
を
渡
っ
て
敵
と
戦
う
姿
も
あ
り
、
そ
の
脇
に
は
16
頼
定
の
馬
も
描
か

れ
て
い
る
。
本
図
に
は
そ
れ
以
上
の
解
説
（
書
き
込
み
）
は
な
い
が
、
こ
れ
は
頼
定
が
門
外
で
馬
か
ら
下
り
て
戦
っ
た
こ
と
（「
長
治
記
」）
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
頼
定
の
働
き
に
よ
り
、
17
退
却
す
る
秀
吉
方
の
兵
士
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
19
頼
定
の
首
が
描
か
れ
、
そ
の
脇
に
20
神
吉
藤
大
夫
が
正
座
し
て
い
る
。
藤
大
夫

は
頼
定
の
家
の
子
（「
長
治
記
」）、
叔
父
と
も
甥
と
も
伝
わ
る
が
（「
絵
解
き
」）、
こ
の
と
き
秀
吉
方
に
寝
返
っ
て
頼
定
の
首
を
取
っ
て
敵
の
大
将
18
織
田
信
忠
の
下
に
参
じ

た
の
で
あ
る
。
書
き
込
み
の
18
秀
忠
は
、
信
忠
と
秀
吉
が
混
乱
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
っ
ぽ
う
城
門
の
脇
で
は
橋
桁
を
外
し
て
立
ち
は
だ
か
る
13
梶
原
重
右
衛
門

入
道
冬
庵
が
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
21
梶
原
は
橋
を
渡
っ
て
敵
の
首
を
取
っ
て
い
る
。
梶
原
が
敵
の
首
一
つ
を
取
っ
た
こ
と
は
、「
長
治
記
」「
絵
解
き
」
と
も
に
あ
る
。

21
梶
原
の
脇
で
城
兵
が
敵
兵
を
倒
し
て
い
る
の
は
、
頼
定
が
敵
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
を
見
た
城
兵
が
、「
大
将
ヲ
討
ス
ナ
続
ケ
ヤ
」
と
出
撃
し
た
場
面
（「
長
治
記
」）
で
あ

ろ
う
。
こ
の
神
吉
城
合
戦
は
秀
吉
方
に
攻
略
さ
れ
、
別
所
方
の
敗
北
で
あ
る
。
神
吉
民
部
大
輔
頼
定
の
首
こ
そ
描
か
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
戦
い
に
敗
れ
て
と
言
う
よ
り
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も
藤
大
夫
の
裏
切
り
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
戦
い
の
場
面
で
は
こ
れ
も
ま
た
別
所
方
の
奮
戦
を
強
調
し
た
図
像
が
目
立
つ
。

　

次
は
エ
加
古
川
評
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
国
（
毛
利
）
攻
め
を
主
君
織
田
信
長
か
ら
命
じ
ら
れ
た
23
秀
吉
が
、
播
磨
の
諸
将
を
集
め
て
作

戦
会
議
を
開
い
た
も
の
で
あ
る
。
別
所
氏
か
ら
は
24
別
所
山
城
守
吉
親
（
長
治
の
叔
父
）
と
25
三
宅
肥
前
守
治
忠
（
家
老
）
が
参
加
し
た
。

26
は
そ
の
二
人
の
馬
が
繋
が
れ
て
い
る
。「
馬
を
繋
ぐ
」
と
は
権
力
者
に
服
従
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
点
で
は
別
所
氏
が

秀
吉
に
服
従
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
加
古
川
評
定
で
別
所
氏
が
提
案
し
た
作
戦
を
秀
吉
が
罵
倒
し
、
こ
れ
が

別
所
氏
謀
叛
の
原
因
に
な
っ
た
と
い
う
（「
長
治
記
」）。

　

続
い
て
オ
野
口
合
戦
で
あ
る
。
22
野
口
城
は
三
木
城
の
周
辺
諸
城
で
、最
初
に
秀
吉
か
ら
攻
撃
さ
れ
た
。
播
州
一
の
名
城
と
さ
れ
る
（「
長

治
記
」）。
そ
の
下
に
27
同
城
大
手
門
が
描
か
れ
、
城
主
長
井
四
郎
左
衛
門
長
重
の
軍
勢
が
城
壁
の
上
か
ら
鉄
砲
と
弓
を
射
て
い
る
。
そ
の
先

に
は
秀
吉
方
の
兵
が
倒
れ
、
逃
げ
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
城
主
四
郎
左
衛
門
下
知
シ
テ
、
大
筒
ヲ
ツ
ル
ベ
テ
一
度
ニ
打
立
ケ

ル
間
、
寄
手
ノ
大
勢
手
負
・
死
人
将
棋
倒
」
し
た
場
面
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
29
太
閤
方
の
兵
士
は
先
頭
の
者
が
鎌
を
持
ち
、

後
ろ
の
者
た
ち
は
麦
を
担
い
で
い
る
。
こ
れ
は
「
薙
二

畔
ア
タ
リ
ノ

麦
数
万
荷
一
、
成
二
堀
之
埋
草
一
」（「
播
州
」）
し
て
い
る
情
景
を
描
い
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
大
手
口
に
は
秀
吉
方
に
追
い
や
ら
れ
、
退
却
す
る
長
井
方
の
兵
が
見
え
る
。
そ
し
て
30
太
閤
方
の
武
将
（
秀
吉
か
）
の
前
で
兜
を

脱
ぎ
降
参
す
る
31
長
井
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
な
お
野
口
合
戦
は
四
月
三
日
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
が
（「
長
治
記
」）、
秀
吉
方
は
少
し

手
こ
ず
っ
た
後
、「
三
日
三
夜
入
替
／
＼
攻
戦
」（「
播
州
」）
っ
た
結
果
、
四
月
一
二
日
に
攻
略
す
る

⓲
。

　

最
後
に
カ
法
界
寺
で
の
法
要
を
細
分
化
し
よ
う
。
32
の
生
木
神
社
は
法
界
寺
の
鎮
守
（「
絵
解
き
」）、
33
は
法
界
寺
の
山
号
、
34
が
法
界

寺
の
伽
藍
で
あ
る
。
法
界
寺
は
別
所
長
治
の
遺
骸
を
埋
葬
し
た
が
、
35
は
御
廟
所
で
五
輪
塔
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
周
り
に
は
36
十
二
ヶ

村
の
百
姓
が
い
る
。
本
堂
と
そ
の
周
辺
に
は
五
人
の
僧
侶
、
一
三
人
の
人
物
（
別
所
旧
臣
と
そ
の
一
族
か
）
が
描
か
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
も

別
所
長
治
の
忌
日
に
お
け
る
法
要
の
場
面
で
あ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
百
姓
た
ち
の
場
面
に
つ
い
て
は
次
章
で
検
討
す
る
。
こ
の
場
面
が
絵
解
き

の
最
終
場
面
で
あ
る
。

三　

本
図
の
図
像
の
特
徴

１　

四
種
の
図
像
比
較

　

本
図
の
特
徴
を
検
討
す
る
前
に
、
本
図
を
含
む
現
存
「
三
木
合
戦
軍
図
」
四
種
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
旧
図
で
あ
る
が
、
寺
伝
で
は
寛
永
年
間
（
一
六
二
八
―
四
四
）
に
別
所
遺
臣
の
来き

住し

景
政
が
寄
進
し
た
と
い
う
。
画
風
か
ら
一
七
世
紀

作　品　名 数量 法量（cm） 制作年代 絵師 所蔵 備　考

A 天正年間三木城合戦図（旧図） 三幅 各165×115
寛永年間(1628-44)
17世紀後半ヵ

不明 法界寺（三木市）
寛永年間(1628-44)に別所遺臣の来住安芸守
景政が寄進と伝わる。

B 播州三木城天正中合戦図（新図） 三幅 各219×144 天保12年（1841） 中条竹趣（和） 法界寺（三木市）
天保12年(1841)に別所長治末裔の別所九兵
衛長善が寄進と伝わる。

C 播磨三木城合戦図 三幅 各173×111.5 江戸時代 不明 兵庫県立歴史博物館
Ａをもとにした粉本か。色指定、人名等の
書き込みあり。

D 三木合戦図 三幅 未確認 明治初期 森魚淵(1830-1909) 三木文庫（徳島県） 明治初期にＡを模写か。

表５　「三木合戦軍図」諸本一覧表

表５　「三木合戦軍図」一覧
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後
半
の
制
作
と
す
る
説

⓳
も
あ
る
が
、
現
在
は
寺
宝
と
し
て
非
公
開
で
あ
る
た
め
そ
の
是
非
を
判
断
で
き
な
い
。
こ
の
旧
図
を
中
条
竹
趣
に
写
さ
せ
て
、
別
所
末
裔
の
別
所

長
善
が
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
に
寄
進
し
た
の
が
新
図
で
あ
る
。
現
在
の
絵
解
き
は
こ
の
新
図
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
新
図
の
制
作
経
緯
は
庵
逧
巌
氏
の
研
究

⓴

に
詳
し
い
。
新
図
は
旧
図
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
旧
図
よ
り
も
一
回
り
大
き
い
た
め
構
図
も
全
体
的
に
少
し
伸
び
た
印
象
が
あ
る
ほ
か
、
色
彩
も
鮮
や
か
で
あ
る
。
旧

図
を
正
確
に
そ
の
ま
ま
模
写
し
た
も
の
で
も
な
い
。
そ
の
た
め
堀
Ｂ
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
本
図
が
新
図
で
は
な
く
旧
図
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
図
は

平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
が
古
書
肆
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
、そ
れ
以
前
の
伝
来
は
不
明
で
あ
る

㉑
。
三
幅
の
他
に
「
播
州
三
木
城
地
図
」
と
「
播

州
三
木
城
合
戦
図
略
縁
記
」
が
セ
ッ
ト
に
な
り
、
四
巻
一
冊
が
木
箱
三
つ
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
播
州
三
木
城
合
戦
図
略
縁
記
」
は
と
も
か
く
、「
播
州
三
木
城

地
図
」
は
本
来
別
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
最
後
の
三
木
文
庫
本
は
、
明
治
初
年
に
阿
波
の
絵
師
森
魚な

淵ぶ
ち

が
描
い
た
も
の
で
、
法
界
寺
の
原
図
を
模
写
し
た
も
の
で
あ
る

㉒
。
色

合
い
の
違
い
か
ら
一
見
し
た
印
象
は
Ａ
・
Ｂ
と
も
異
な
る
が
、
構
図
は

Ａ
～
Ｄ
と
も
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　

堀
Ｂ
は
紙
幅
の
関
係
で
、
右
幅
の
平
井
山
秀
吉
本
陣
に
つ
い
て
の
み

旧
図
・
新
図
・
本
図
の
比
較
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
中
幅
・
左

幅
の
一
部
を
取
り
上
げ
て
四
種
の
図
像
比
較
を
行
い
た
い

㉓
。
中
幅
で

取
り
上
げ
る
の
は
下
端
の
鷹
尾
山
城
合
戦
で
あ
る
。

　

中
幅
ｇ
鷹
尾
山
城
合
戦
は
、
長
治
弟
の
別
所
彦
之
進
友
之
の
居
城
で

あ
る
鷹
尾
山
城
を
め
ぐ
る
合
戦
で
あ
る
。
秀
吉
は
天
正
八
年
正
月
一
一

日
に
こ
れ
を
攻
略
し
た
（「
播
州
」「
長
治
記
」）。
こ
れ
に
よ
っ
て
落
城

が
近
い
こ
と
を
悟
っ
た
長
治
は
、
秀
吉
に
降
伏
を
申
し
出
た
。
す
な
わ

ち
、
三
木
落
城
を
最
終
的
に
決
定
づ
け
た
合
戦
で
あ
る
。
大
手
門
の
上

に
は
四
人
の
武
士
が
い
て
、
そ
の
う
ち
の
二
人
は
弓
を
射
て
い
る
。
こ

の
点
は
四
種
と
も
同
じ
で
あ
る
。
右
端
の
采
を
振
る
武
将
は
、
大
将
の

友
之
か
も
知
れ
な
い
。
長
篠
合
戦
図
屏
風
に
お
い
て
、
長
篠
城
の
城
門

脇
の
城
壁
の
上
か
ら
奥
平
信
昌
が
采
を
振
る
っ
た
の
と
同
じ
構
図
で
あ

る
。
そ
し
て
問
題
に
な
る
の
が
、城
門
の
下
で
活
躍
す
る
武
士
で
あ
る
。

不
鮮
明
な
画
像
も
あ
る
の
で
わ
か
り
に
く
い
が
、
旧
図
・
本
図
・
三
木

図４　鷹尾山城合戦の図像比較

旧図 新図

本図（兵庫） 三木文庫本
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文
庫
本
は
い
ず
れ
も
兜
を
し
て
い
な
い
一
人
の
兵
士
が
右
足
を
後
ろ
に
大
き
く
上
げ
て
前
の
め
り
に
な
り
な
が

ら
、
背
中
を
向
け
た
敵
兵
の
左
側
を
両
手
で
斬
り
つ
け
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
新
図
は
大
手
門
の
下
に
兜
を

し
て
い
な
い
二
人
の
兵
士
が
描
か
れ
、
右
側
の
兵
士
が
背
中
を
向
け
た
敵
兵
の
左
側
に
刀
を
つ
け
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
兵
士
は
右
足
を
身
体
の
前
に
出
し
て
お
り
、
体
勢
も
前
の
め
り
で
は
な
く
、
後
ろ
足
も
上
が
っ
て

い
る
様
子
は
な
い
。
刀
を
持
つ
手
も
片
手
で
あ
り
、
敵
に
斬
り
付
け
る
と
い
う
よ
り
は
刺
し
て
い
る
よ
う
に
も

見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
図
だ
け
が
全
く
異
な
る
図
様
な
の
で
あ
る
。

　

次
に
左
幅
カ
法
界
寺
で
の
法
要
の
う
ち
、
法
界
寺
の
百
姓
が
お
詣
り
す
る
場
面
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
木
城
周

辺
十
二
ヶ
村
の
百
姓
た
ち
で
、
彼
ら
は
別
所
氏
家
臣
た
ち
と
と
も
に
三
木
城
に
籠
城
し
て
い
た
。
籠
城
す
る
の

は
武
士
だ
け
で
は
な
く
、
百
姓
・
町
人
た
ち
も
い
る
の
で
あ
る

㉔
。
開
城
時
の
美
談
と
し
て
、
城
主
で
あ
る
別

所
長
治
が
切
腹
す
る
こ
と
で
場
内
の
兵
士
や
百
姓
の
命
が
救
わ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
か
れ
ら
が
報
恩
の
思
い

を
持
っ
て
長
治
を
祀
り
お
詣
り
す
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
百
姓
た
ち
に
よ
る
法
要
の
場
面
で
あ
る
が
、

新
図
の
み
十
四
人
（
男
九
人
、
女
五
人
）
描
か
れ
て
い
る
が
、
他
は
い
ず
れ
も
十
一
人
（
男
七
人
、
女
四
人
）

で
あ
る
。
新
図
は
五
輪
の
塔
が
左
端
に
寄
っ
て
い
る
が
、
他
は
い
ず
れ
も
真
ん
中
に
描
い
て
お
り
、
そ
の
方
が

自
然
で
あ
ろ
う
。
他
図
で
は
真
ん
中
で
座
っ
て
い
る
人
物
は
二
人
で
、
彼
ら
は
向
か
い
合
っ
て
座
っ
て
い
る
。

し
か
し
新
図
で
は
座
っ
て
い
る
人
物
は
三
人
で
あ
り
、
五
輪
の
塔
に
向
か
っ
て
二
人
が
並
ん
で
手
を
合
わ
せ
て

い
る
。
ま
た
他
図
で
は
右
端
に
少
女
が
立
っ
て
い
る
が
、
新
図
で
は
少
女
の
脇
に
母
親
ら
し
き
女
性
が
立
っ
て

い
る
。
ま
た
、
本
堂
内
で
行
わ
れ
て
い
る
別
所
一
族
や
遺
臣
た
ち
に
よ
る
法
要
に
つ
い
て
も
、
新
図
は
人
数
が

増
え
て
い
る
。

　

以
上
、
堀
Ｂ
で
の
右
幅
に
加
え
て
、
本
稿
で
は
中
幅
・
左
幅
の
図
像
を
比
較
し
た
。
四
種
の
う
ち
新
図
だ
け

が
他
図
と
は
微
妙
に
異
な
る
図
像
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
だ
し
全
体
的
な
構
図
は
変

わ
る
こ
と
な
く
、描
か
れ
る
人
数
が
増
え
、そ
れ
に
伴
っ
て
若
干
図
様
が
変
わ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、本
図
（
兵

庫
歴
博
本
）
及
び
三
木
文
庫
本
は
旧
図
を
模
写
し
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
新
図
の
図
様
が
若
干
他
図
と
異
な
る
の
は
、
新
図
の
法
量
が
他
図
よ
り
も
大
き
い
こ

と
か
ら
生
じ
る
空
白
を
埋
め
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
図
像
と
は
別
に
、
色
彩
の
違
い
は
大
き
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
顔
料
の
差
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
注

文
者
が
ど
こ
ま
で
制
作
費
用
を
出
せ
る
か
と
い
う
経
済
事
情
も
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

図５　法界寺の百姓の図像比較

旧図

三兄 9、五

£1= 二

蕊．j

必ぜ
月

本図（兵庫歴博）

ヽ ＼ ｀ ． 鼠 ヽ •’.:' 
、、

rミ
．、

i1" :.~- .,; 

s：： 

云

屯
、E
、

_

1

 

ゃ‘
,＇、

贔瀑
人
し
‘

三木文庫



―	12	―

個人研究「戦国合戦図屏風の基礎的研究」

２　

本
図
の
書
き
込
み
と
軍
記
・
絵
解
き

　
「
三
木
合
戦
軍
図
」
の
図
像
は
「
長
治
記
」
に
も
と
づ
い
て
お
り
、「
絵
解
き
」
の
内
容
も
同
様
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
右
幅
Ｅ
平
井
山

合
戦
、
左
幅
イ
神
吉
城
合
戦
の
書
き
込
み
内
容
は
「
絵
解
き
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
を
詳
し
く
検
討
す
る
。

　

ま
ず
Ｅ
平
井
山
合
戦
で
あ
る
が
、
別
所
方
は
二
手
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
別
所
山
城
守
吉
親
と
別
所
小
八
郎
治
定
が
大
将
で
あ
る
。
こ
の
点
は
「
播
州
」「
長
治
記
」「
絵

解
き
」
い
ず
れ
も
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
本
図
右
幅
に
吉
親
の
姿
は
な
く
、こ
れ
に
対
し
て
治
定
は
８
・
14
・
15
・
20
・
23
と
五
ヶ
所
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
絵

解
き
」
と
食
い
違
っ
て
い
る
の
は
８
・
14
で
あ
り
、
そ
の
他
は
治
定
と
し
て
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
８
で
あ
る
が
、
書
き
込
み
は
朱
筆
で
「
治（

別
所
）定

殿
東
ノ
山
合

ゟ
秀
吉
陳（

陣
）へ

責（
攻
）上

」
と
あ
る
。
し
か
し
こ
の
図
像
は
平
井
山
の
秀
吉
本
陣
に
背
を
向
け
て
山
を
下
っ
て
お
り
、
と
て
も
平
井
山
へ
「
責
上
」
っ
て
い
る
と
は
考
え
が
た
い
。

治
定
を
示
す
甲
冑
や
旗
指
物
な
ど
も
な
く
、
こ
れ
を
治
定
に
特
定
す
る
積
極
的
な
根
拠
は
な
く
、
む
し
ろ
不
自
然
で
あ
る
。「
絵
解
き
」
は
こ
れ
を
「
秀
吉
方
、
夜
討
に
馴

し
屈
強
の
兵
三
百
余
騎
余（

マ
マ
）り

、
天
正
七（

六
）年

二
（
一
〇
）月

、
風
雨
の
夜
を
待
、
彼
敵（

城
に
）へ

押
寄
せ
」
と
あ
る
。
風
雨
こ
そ
描
い
て
は
い
な
い
が
、
丹
生
山
城
の
方
向
へ
向
か
っ
て
お
り
、

「
絵
解
き
」
通
り
に
読
む
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
８
を
Ｅ
平
井
山
合
戦
か
ら
Ｃ
丹
生
山
合
戦
へ
場
面
変
更
し
た
方
が
合
理
的
で
あ
る
。

　

次
に
右
幅
14
で
あ
る
が
、
朱
筆
で
「
別
所
小（

治
定
）八

郎
殿
七
百
六
十
三
人
扣（

控
）」

と
あ
る
。
こ
の
日
治
定
が
率
い
た
軍
勢
の
数
に
つ
い
て
、「
播
州
」
に
は
明
記
な
く
、「
長
治
記
」

に
は
「
武
勇
ノ
者
ヲ
ス
グ
リ
七
百
余
騎
」、「
絵
解
き
」
は
「
武
勇
の
勝ス

グ
レた

る
兵
七
百
余
騎
を
従
ひ（

え
）」

と
あ
る
。
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
数
字
で
は
あ
る
が
、
七
百
六
十
三
人
と
い

う
端
数
を
伴
う
数
字
は
他
の
軍
記
を
み
た
が
、
や
は
り
な
い
。
た
だ
し
、「
長
治
記
」
は
治
定
が
総
勢
約
七
〇
〇
を
率
い
る
と
あ
る
部
分
の
前
に
別
所
甚
太
夫
か
ら
魚
住
ま

で
武
将
の
名
前
を
あ
げ
、「
六
十
三
人
」
と
あ
る
。
本
図
の
書
き
込
み
「
七
百
六
十
三
人
」
は
、こ
の
「
七
百
余
騎
」
と
「
六
十
三
人
」
を
足
し
た
数
字
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
考
え
て
よ
い
と
す
れ
ば
、「
長
治
記
」
の
数
字
を
足
し
て
独
自
の
表
現
を
し
た
も
の
と
な
る
。
単
純
に
「
長
治
記
」
や
「
絵
解
き
」
を
引
き
写
し
た
の
で
は
な
い
の
で

あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
14
が
治
定
と
し
て
良
い
か
が
問
題
で
あ
ろ
う
。「
絵
解
き
」
で
は
こ
れ
を
吉
親
と
し
、「
先
手
の
大
将
別
所
山
城
守
、
二
千
五
百
の
軍
勢
を
鶴
翼
（
の

陣
）
に
そ
な
へ
、
静
ま
り
ひ
か
へ
玉
ふ
所
（
は
是
）
也
」
と
説
明
す
る
。
右
幅
に
全
く
吉
親
の
姿
が
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
14
を
吉
親
と
解
釈
し
た
方
が
自
然
で
あ
ろ

う
。
ま
た
書
き
込
み
は
15
も
治
定
と
す
る
が
、
14
が
仮
に
吉
親
で
あ
っ
た
と
し
て
も
大
将
の
す
ぐ
前
に
も
う
一
方
の
大
将
（
し
か
も
総
大
将
）
を
描
く
の
は
や
は
り
不
自
然

だ
ろ
う
。
14
が
治
定
な
ら
ば
一
層
不
自
然
で
あ
る
。
従
っ
て
、
書
き
込
み
が
14
・
15
を
治
忠
と
す
る
の
は
誤
り
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
書
き
込
み
が
ど
の
よ
う
な
考
え
に

よ
っ
て
、
あ
る
い
は
文
献
に
よ
っ
て
治
忠
と
判
断
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
「
七
百
六
十
三
人
」
の
数
字
で
も
考
証
し
た
よ
う
に
、
書
き
込
み
は
他
史
料
を
単
純
に

引
き
写
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
足
し
算
し
た
だ
け
と
は
言
え
、
自
分
な
り
の
解
釈
を
す
る
場
合
も
あ
り
、
他
史
料
の
内
容
か
ら
自
分
な
り
の
判
断
を
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
書
き
込
み
が
独
自
の
判
断
で
な
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
結
果
的
に
不
自
然
・
不
合
理
な
内
容
で
あ
っ
た
。
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

そ
の
書
き
込
み
が
い
ず
れ
も
朱
筆
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
朱
筆
と
墨
筆
の
関
係
が
ま
だ
明
確
で
は
な
く
、
同
筆
跡
で
あ
り
、
ほ
ぼ
同
時
に
書
き
込

ま
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
現
状
で
は
、
朱
筆
に
は
独
自
の
判
断
に
よ
っ
た
も
の
が
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

㉕
。
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む
す
び
に
か
え
て

　

以
上
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
「
播
磨
三
木
城
合
戦
図
」
の
粉
本
で
あ
る
と
い
う
特
質
を
生
か
し
て
、
そ
の
書
き
込
み
か
ら
史
料
的
性
格
を
検
討
し
た
。
い
ま
だ
基

礎
的
検
討
の
域
を
出
な
い
が
、
検
討
結
果
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　

①
本
図
は
旧
図
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

②	

本
図
の
書
き
込
み
は
「
播
州
」「
長
治
記
」「
絵
解
き
」
な
ど
に
拠
り
つ
つ
、
特
に
朱
筆
部
分
に
独
自
の
解
釈
を
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

③	

本
図
の
書
き
込
み
は
人
名
に
つ
い
て
の
も
の
が
多
く
、
誤
字
へ
の
こ
だ
わ
り
方
か
ら
す
る
と
、
本
図
を
も
と
に
制
作
さ
れ
た
合
戦
図
に
は
人
名
を
直
接
書
き
込
み
か
短

冊
に
書
い
て
貼
り
付
け
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

④	

朱
筆
と
墨
筆
の
書
き
込
み
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
両
者
は
同
一
筆
跡
で
、
ほ
ぼ
同
時
に
書
き
込
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
朱
筆
を
墨
筆
が
、
墨
筆
を
朱
筆
が
そ
れ

ぞ
れ
訂
正
し
て
い
る
。

　

⑤	

一
部
と
は
い
え
、「
絵
解
き
」
と
異
な
る
書
き
込
み
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本
図
は
「
絵
解
き
」
が
成
立
し
た
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
よ
り
以
前
、
す
な

わ
ち
新
図
以
前
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

そ
の
他
、
ま
だ
ま
だ
検
討
す
べ
き
問
題
は
あ
る
が
、
以
上
を
も
っ
て
基
礎
的
検
討
を
終
え
た
い
。

注１	　

三
木
合
戦
に
関
す
る
先
行
研
究
の
う
ち
、近
年
の
も
の
で
は
宮
田
逸
民
「
東
播
磨
と
三
木
合
戦
」（
東
播
磨
の
歴
史
を
考
え
る
実
行
委
員
会
編
『
東
播
磨
の
歴
史
２
中
世
』、神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
〇
三
年
）、『
三
木
城
跡
及
び
付
城
跡
群
総
合
調
査
報
告
書
』（
三
木
市
教
育
委
員
会
、二
〇
一
〇
年
）、渡
邊
大
門
「
天
正
七
・
八
年
に
お
け
る
三
木
合
戦
の
展
開
に
つ
い
て
」（『
十
六
世
紀
史
論
叢
』
八
、

二
〇
一
七
年
）、
金
松
誠
『
秀
吉
の
播
磨
攻
め
と
城
郭
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。

２	　
（
天
正
二
〇
年
）
五
月
廿
日
付
浅
野
長
吉
・
木
村
重
茲
宛
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（『
浅
野
家
文
書
』
二
五
号
）

３	　

松
田
修
『
松
田
修
著
作
集
一　

刺
青
・
性
・
死
』（
右
文
書
院
、
二
〇
〇
二
年
、
初
出
一
九
七
二
年
）

４	　

小
林
基
伸
「
三
木
城
の
最
期
に
つ
い
て
」（『
歴
史
と
神
戸
』
五
一
―
四
、二
〇
一
二
年
）。
こ
れ
に
対
す
る
反
論
に
、
岩
本
晃
一
「
三
木
落
城
後
の
大
量
殺
戮
説
に
対
す
る
考
察
」（『
歴
史
と
神
戸
』
五
五

―
一
、二
〇
一
六
年
）
が
あ
る
。

５	　

こ
の
頃
の
織
田
権
力
は
裏
切
り
者
を
許
さ
な
い
の
が
基
本
方
針
で
あ
る
の
で
、
城
兵
全
員
が
助
命
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
助
命
か
虐
殺
か
の
二
者
択
一
で
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
（
堀
新

「
三
木
合
戦
に
み
る
古
文
書
・
軍
記
・
合
戦
図
の
比
較
研
究
」、『
軍
記
と
語
り
物
』
五
四
、二
〇
一
八
年
、
以
下
本
論
文
の
引
用
に
つ
い
て
は
脚
注
を
省
略
し
て
本
文
中
に
堀
Ａ
と
略
記
す
る
）。
こ
の
点
は

小
林
・
岩
本
両
氏
も
同
様
の
お
考
え
で
あ
ろ
う
。

６	　

大
村
由
己
「
播
州
御
征
伐
之
事
」（『
群
書
類
従
』
二
一
輯
合
戦
部
）。
以
下
、
同
書
の
引
用
は
脚
注
を
省
略
し
て
本
文
中
に
「
播
州
」
と
カ
ッ
コ
書
き
す
る
。
な
お
群
書
類
従
の
底
本
が
必
ず
し
も
最
善

本
で
は
な
く
、
書
本
を
校
合
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
他
日
を
期
し
た
い
。
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個人研究「戦国合戦図屏風の基礎的研究」

７	　

来
野
弥
一
右
衛
門
「
別
所
長
治
記
」（『
群
書
類
従
』
二
一
輯
合
戦
部
）。
以
下
、
同
書
の
引
用
は
脚
注
を
省
略
し
て
本
文
中
に
「
長
治
記
」
と
カ
ッ
コ
書
き
す
る
。
な
お
同
書
に
は
「
別
所
記
」
と
総
称

さ
れ
る
多
く
の
類
似
史
料
が
あ
る
が
（
松
林
靖
明
・
山
上
登
志
美
編
『
別
所
記
』、
和
泉
書
院
、
一
九
九
六
年
）、
本
稿
で
は
便
宜
上
「
長
治
記
」
を
主
に
使
用
す
る
。

８	　

徳
田
和
夫
「
三
木
合
戦
軍
図
絵
解
」（
林
雅
彦
・
徳
田
和
夫
編
『
絵
解
き
台
本
集
』、
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
三
年
）。
以
下
、
同
書
の
引
用
は
脚
注
を
省
略
し
て
本
文
中
に
「
絵
解
き
」
と
カ
ッ
コ
書
き

す
る
。

９	　

二
〇
一
四
年
四
月
一
七
日
に
行
わ
れ
た
絵
解
き
の
様
子
をY

ouT
ube

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
（「
法
界
寺
三
木
合
戦
絵
解
き
」
そ
の
一
～
四
、https://w

w
w

.youtube.com
/

w
atch?v=Q

F3uW
O

hlQ
GA

な
ど
）

10	　

前
掲
註
（
１
）
金
松
著
書

11	　

二
〇
一
六
～
一
八
年
度
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
戦
国
軍
記
・
合
戦
図
屏
風
と
古
文
書
・
古
記
録
を
め
ぐ
る
学
際
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
堀
新
）、
二
〇
二
〇
～
二
三
年
度
科
学
研
究
費
・

基
盤
研
究
（
Ａ
）「
戦
国
軍
記
・
合
戦
図
の
史
料
学
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
堀
新
）。
そ
の
一
環
と
し
て
、
本
研
究
所
の
研
究
助
成
を
受
け
た
次
第
で
あ
る
。

12	　

吉
澤
弥
生
・
奥
彩
子
・
堀
新
「
デ
ジ
タ
ル
人
文
学
の
研
究
と
教
育
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（『
総
合
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
七
、二
〇
二
一
年
）
の
う
ち
堀
執
筆
分
「
３
絵
画
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
分
析
」。

以
下
本
論
文
の
引
用
に
つ
い
て
は
脚
注
を
省
略
し
て
本
文
中
に
堀
Ｂ
と
略
記
す
る
。

13	　

図
１
～
３
は
吉
岡
由
哲
氏
撮
影
の
画
像
に
数
字
を
お
と
し
た
。

14	　

こ
の
点
は
す
で
に
前
掲
註
（
８
）
に
指
摘
が
あ
る
。

15	　

名
古
屋
市
博
物
館
編
『
豊
臣
秀
吉
文
書
集
』
第
一
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
）
所
収
二
〇
二
号
文
書
。
以
下
「
秀
吉
文
書
」
二
〇
二
号
の
よ
う
に
略
記
す
る
。

16	　

前
掲
註
（
５
）
堀
論
文

17	　

小
林
基
伸
「
三
木
合
戦
の
経
緯
」（
前
掲
註
１
『
三
木
城
跡
及
び
付
城
跡
群
総
合
調
査
報
告
書
』
所
収
）

18	　
（
天
正
六
年
）
四
月
一
七
日
付
別
所
重
棟
宛
村
上
頼
家
・
長
束
承
連
署
状
（「
清
水
寺
文
書
」『
兵
庫
県
史
』
史
料
編
中
世
二
）

19	　

阿
部
泰
郎
「
三
木
合
戦
図
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
四
七
―
一
一
、一
九
八
二
年
）

20	　

庵
逧
巌
「
鎮
魂
の
絵
解
」（
同
『
国
語
科
教
育
学
の
性
格
』、
明
治
図
書
出
版
、
一
九
八
一
年
、
初
出
一
九
七
五
年
）

21	　

前
田
徹
氏
（
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
主
査
・
学
芸
員
）
の
御
教
示
に
よ
る
。
本
図
の
閲
覧
を
は
じ
め
、
前
田
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

22	　

後
藤
捷
一
『
図
説
三
木
戦
記
』（
三
木
産
業
株
式
会
社
、
一
九
六
八
年
）

23	　

図
４
・５
と
も
に
旧
図
・
新
図
の
画
像
は
法
界
寺
所
蔵
（
み
き
歴
史
資
料
館
提
供
）、
本
図
は
吉
岡
由
哲
氏
撮
影
、
三
木
文
庫
本
は
前
掲
註
22
書
よ
り

24	　

藤
木
久
志
『
城
と
隠
物
の
戦
国
誌
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
九
年
）

25	　

中
幅
２
の
朱
筆
を
墨
筆
で
抹
消
し
た
部
分
も
、
朱
筆
の
内
容
は
誤
り
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

〈
付
記
〉

画
像
の
使
用
に
あ
た
り
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、
法
界
寺
、
み
き
歴
史
資
料
館
、
吉
岡
由
哲
氏
に
御
許
可
い
た
だ
い
た
。
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。



―	15	―

共立女子大学・共立女子短期大学　総合文化研究所紀要　第28号

An investigation of battle images; military art of The 
Miki Battle

HORI	Shin

		 	The	Miki	Battle	 (1578-80)	 is	 the	beginning	of	success	story	of	TOYOTOMI	Hideyoshi.	This	

battle	 image	describes	military	art,	 and	 is	 owned	by	The	HYOGO	Prefectural	Museum	of	

History.	Many	 commentary	 sentences	 are	written	 about	 this	picture.	 Investigating	 these	

sentences,	it	becomes	clear	that	this	picture	is	based	on	numerous	GUNKI	MONOGATARI	(war	

chronicles),	and	original	interpretation.




